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記念スピーチ１．「大学と産業の連携・日中ＩＴ産業連携の促進」 

劉 積仁 中国東軟集団有限公司董事長・総裁  

 

 尊敬する沖村理事長、尊敬する有馬会長、尊敬する

御来賓の皆様、こんにちは。中国の企業の代表として、

こういったシンポジウムに参加できて、大変光栄に思

っております。Neusoft は東北大学（中国・瀋陽）か

ら出ておりまして、科学技術の重要性を大変理解して

おります。人材育成の重要性も理解しております。で

すからこの機会をお借りいたしまして、企業のイノベ

ーションと大学との協力、人材育成についてお話した

いと思います。 

 Neusoft は大学から発信した企業ですが、世界の変

化を大変感じております。そしてこの変化というのは、

やはりイノベーションです。クローズからオープンへ。

純粋な技術から技術と商業モデルとの結合へ。特許の

重視から成果の応用重視へ。そして国を越えた国的なの研究の提携が大きな変化として起

こっております。産学官と研究者の間が連動している環境です。経済的な影響が大変重要

な要素となっております。（講演資料Ｐ２参照） 

現在、大学と企業との距離は、ずっと拡大し続けておりまして、研究の領域で企業と大

学の提携が成功した割合は低いのです。産業界、学術界、そして研究者との間での協力を

進めていくことが大変重要であります。（講演資料Ｐ４参照） 

 かつては大学と企業との関係というのは、主に学生を育成することが大事でした。そし

て科学技術を実用化していくことが大事でした。現在は大学と企業の間でお互いに、相互

に影響しあうことが大事になっておりまして、大学の教育の改革、そして企業の人たちが

大学に来て教えたり、と同時に企業の中で、大学のもっと多くの学者が企業に行って、お

互いに一緒に協力しあうということが行われております。こういった活動の中で、大学と

企業はともにあるべき利益を得ております。学校では教育の質が上がっております。また、

企業側にしてみれば、それにより大きな発展を得ることができております。（講演資料Ｐ５、

６、７、８参照） 

 それでは、Neusoft が、かつて大学と企業が協力をしたことによって、どういったことが

起きたかというお話をしたいと思います。Neusoft は、東北大学から出ております。Neusoft

の「Neu」というのは、東北大学すなわち Northeastern University の略称であります。そ

して大学から出まして、最初は３人のスタッフ、３台のコンピュータ、4,000 ドルの資金で

したが、最近では 8,000 人という、中国初の上場ソフトウェア企業となっております。（講

演資料Ｐ１０、１１参照） 
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 そして、大学の基礎研究と人材育成があったために、これだけの進展、発展が得られた

と言うこともできます。東北大学と協力していく中で、私たちは医療分野での協力、ある

いはソフトウェア、そして基礎研究や教育の分野で大変密接な提携をしております。また

東北大学と最も基礎的な部分での研究、人材育成もやっております。（講演資料Ｐ１３参照） 

東北大学と２つの研究センターをつくっております（映像・ソフトウェア研究センター）。

それから東北大学研究院というものをつくっております。東北大学とともに投資して、中

国のＩＴ人材育成大学もつくっております。（講演資料Ｐ１４参照） 

 医療分野になりますけれども、東北大学の基礎研究の上に 1988 年から７年間かけまして、

1995 年に、この技術を Neusoft の技術として産業化しております。この製品は世界各国に

売り出されております。この過程において私たちは、こういった一連のＣＴの技術を打ち

出しております。世界でも多分、ドイツ、日本、アメリカといった国でしかつくられてい

ない設備を中国でもつくることができるようになりました。世界でも、なかなかここまで

つくれる国はないわけです。Neusoft ではつくっております。それはなぜかというと、やは

り大学との協力があったからです。これはＣＴの映像での協力です。産業での大きな発展

を得ております。（講演資料Ｐ１５、１６、１７参照） 

現在、中国では 3,000 の病院で、こういった設備が使われておりまして、去年から世界

へ輸出もしております。アメリカ、ドイツ、中東各国ですとか、南米の一部の国にも輸出

しておりまして、市場は拡大の一途をたどっております。（講演資料Ｐ１８参照） 

Neusoft は中国国内の企業だけでなく、国を越えての協力もしております。フィリップス

との間で、東北大学と、あるいはオランダのアイントホーヘン工科大学とバイオテクノロ

ジーの研究を一緒にしておりますし、また、合弁会社もつくって協力を行っております。（講

演資料Ｐ１９参照） 

 ソフトウェアに関しましては東北大学と、1991 年に Neusoft を設立し、1992 年に徐々に

発展させて、1996 年に上場をしているんですけれど、私たちは技術の成果をかなり得てお

ります。ソフトウェアに関しても保険分野は、東北大学との間で一緒にやって、現在、中

国における市場シェアは 50％を占めております。また、安全に関してはファイアウォール

シリーズが、中国の国内のブランド市場でも第１位となっております。それから技術ソフ

トウェアですとか、こういった面でも大きな進展を得ております。（講演資料Ｐ２０、２１、

２２、２３参照） 

また教育においても、現在、東北大学と一緒に協力して、中国で３カ所のＩＴ学院をや

っておりまして、２万人の学生がおります。ＩＴの教育を行っているわけです。私たちは

大学の発展においても、推進の役割を果たしているといえるでしょう。こういった環境に

よりまして、Neusoft は多くの世界の著明な企業と、人材の協力ができているということに

なります。大学の中には、大学のベンチャー基金がありまして、大学の中で実習をし、起

業をすることもできるわけです。多くの学生がここに来て仕事をするようになっています。

（講演資料Ｐ２４、２５参照） 
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 1989 年から、日本企業の ALPINE との提携を開始し、技術の研究をしています。1996 年

になりますと、東芝とも提携をしております。中日の産業と大学が協力するという、大変

素晴らしい提携が確立しております。そして、自動車の先端的な部品については、今後の

先端技術研究も行っております。今後の５年から 10 年の間に、自動車の先進技術を発展さ

せていこうというコンセプトです。（講演資料Ｐ３２、３３、３４参照） 

大学の教育ですとか、企業の協力といったプラットフォームをつくって、世界の大きな

趨勢に乗りまして、Neusoft は発展の主な流れに乗れているということを、大変エキサイテ

ィングに感じております。（講演資料Ｐ３５参照） 

 きょうは、私たちの企業のＤＶＤを用意しております。Neusoft の発展、歴史が描かれて

おります。と同時に大学の中でどういうふうに興ってきた会社であるか、そして多国籍企

業とどのように協力しているか、どのようにイノベーションを行っているかということが

紹介されております。日本の皆様に、中国の企業が学術界、教育界との協力をいかに期待

しているかということをＤＶＤでごらんいただきたいと思います。 

（ＤＶＤ再生開始） 

 ナレータ 瀋陽、中国東北の重工業都市。1991 年、瀋陽の東北大学で、若い教師らが、

中国において新たな産業、ソフトウェアとサービス産業に着目しました。そのころ、中国

人はこの産業を余り理解しておらず、理解していても、ソフトウェアと彼らの生活とは縁

遠いもので、教師たちは、大学とソフトウェア産業との間に橋を架けることを目標に、4,000

ドル、パソコン３台を準備し、学校の教室を使い、創業。産業の改革を始めました。 

 孟 創業した当初、私たちは会社運営も市場の開拓の仕方も勉強したことがありません

でした。財務管理も、実践の中で学んだのです。 

 余 当時は電力供給も十分でなく、ほとんど毎日停電して、プログラムを半分まで組ん

だのに消えてしまうこともしばしばで、当時はＵＰＳがとても欲しかったです。 

 沓沢 会議終了後、食堂に連れていかれまして、ところが停電で、結局、ロウソクを立

てて、ロウソク・パーティーになりました。歓迎してくれました。その温かさに打たれま

してね、これは一緒に、合作ができるんじゃないかという感じになりました。 

 張 当時、私たちの会社は、外部と連絡をとるためには、ほかの会社の電話を借りなけ

ればなりませんでした。１回の国際電話を受けるのに、200 メートルを走らなければならな

かったのです。 

 ナレータ 誕生したばかりの Neusoft は、多くの問題を抱えていましたが、ヒューマン

リソースの開発を柱とする起業の道を確立しました。 

 王 当時、ソフトウェアに携わる人材が少ない上に、市場経営と管理の人材も不足して

いて、私たちの活動拠点の都市にも魅力はありませんでした。そこで東北大学と提携を行

うことにしたんです。 

 ナレータ 1991 年から、Neusoft は東北大学と提携し、選出された優秀な学生で、ソフ

トウェア強化班を組織しています。これらの学生は、卒業後、直接 Neusoft に入社し、継
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続的に貴重な人材を確保し続けています。 

 王 会社が支給した各自 5,000 元の経費で、北京で部屋を借り、自転車を貸す仕事を始

めました。ほかの同僚は、北京の市場はすべて君たちにかかっているのだと言いました。

そこで私たちは、もし目標を達成できなかったら、この 20 階の建物の上から飛び降りてや

ると言ったのです。 

 ナレータ 12 年後、北京エリアの販売額は 1,000 倍以上にも増加し、従業員も当初の２

人から 400 人余りにふえ、北京エリアは業務規模最大、成長速度最速のエリアの一つとな

ったのです。 

 戴 当時、物質的な条件は劣悪で、毎日バスに乗ってお客様のもとへ行っていましたが、

とても楽しかったです。会社が私たちを信用してくれていたからです。 

 ナレータ 知恵と情熱にあふれる若者たちの努力により、中国で初めて、ソフトウェア

企業として上場した Neusoft。従業員を育て、大切にする理念のもと、従業員が所有する自

社株式は 25％に上ります。東北大学との提携の中で、会社が、大学の実験室に、そして大

学が会社の人材基地になり、教授、学生、会社の従業員が、ともに連動しています。 

 鄭 Neusoft と大学の提携後、学校の研究と Neusoft の資金、市場能力、ソフトウェア開

発能力を結びつけることで、ＣＴの産業化を迅速に進めることができ、さらには９つのシ

リーズの 40 種余りの製品を続けて開発するに至りました。 

 廬 1995 年、私の指導する研究センターが Neusoft に編入され、中国の社会保障システ

ムの開発が開始しました。現在このシステムは、中国市場で 50％以上のトップシェアを占

めています。 

 曹 在職しながら博士課程にいたとき、Neusoft のネットワークセキュリティー製品の研

究に参加しましたが、私の研究成果がファイアウォール製品に採用されました。現在、我々

の製品は市場シェア第１位です。 

 ナレータ すぐれた企業文化と従業員への信頼が、ヒューマンリソース開発の基礎とな

る。若者により多くのチャンスを与えながら、平均年齢 28 歳、従業員 8,000 人の Neusoft

は成熟していきます。 

 張 私が日本から帰国したばかりのときのチームは 10 人でしたが、現在は 1,000 人のス

タッフがおり、過去数年間、業務が 100％の勢いで成長を続けました。Neusoft は、私のＭ

ＢＡです。実践の中で管理を学びました。 

 陳 私は Neusoft によって、さらに従業員とのコミュニケーションを通して、チームが

協力して効率を高めることの大切さを知りました。 

 ナレータ 創業当時に成功を収め、ヒューマンリソース戦略をさらに強化した Neusoft、

ヒューマンリソース戦略と企業文化の発展、市場、国際提携とを結びつけて、ヒューマン

リソースの開発の新しいシステムをつくり上げました。Neusoft は３つのＩＴ学院を設立、

ヒューマンリソースの開発を、提携パートナー、ユーザーと結びつける手段へと進化させ

ました。国際パートナーと Neusoft の提携で核になるのは、Neusoft のヒューマンリソース
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開発システムを通して、パートナー企業の業務のニーズを満たす人材を輩出することです。 

 猪守 日本からは ALPINE、中国からは Neusoft、優秀な人材を集めて、現在、全世界向

けの開発を行っています。 

 Martin フィリップスは Neusoft のような会社と提携できることを非常にうれしく思い

ます。Neusoft には優秀なリーダーシップと企業家精神、優秀な人材、すぐれた製品と製品

知識があります。さらに重要なのは、中国の医療市場の領域で、豊富な知識と、大学や研

究機関との良好な関係を持っていることです。 

 SOVO CEO 私はどのように会社を興すか、資金を使うか、市場を開発して人材を育成す

るか、を実践しています。 

 学生 私はオーダーメイド班に在籍しています。Neusoft に残って携帯の組み込み式ソフ

トウェアの開発をしたいです。 

 ナレータ ３つのＩＴ学院と１つの生物医学学院には、２万人余りの学生が在籍します。

ここから Neusoft に、絶えずヒューマンリソースと技術的成果が送り込まれるだけでなく、

Neusoft、国際提携パートナー、顧客をつなぐ架け橋になっていきます。Neusoft の無限の

未来は、現在、ここで育まれています。Neusoft は、ヒューマンリソース開発という戦略に

よって、絶えず新たな創造を行い、従業員、提携パートナー、そして、絶えず変化する世

界との協調を生み出しています。 

（ＤＶＤ再生終了） 

 劉 ありがとうございました。東軟集団は、大学との協力があって、基礎研究にも力を

入れ、このような成果を挙げたのであります。これからは中国総合研究センターとも協力

を密にしていきたいと思います。 

 

 

  


